
（赤坂熱供給㈱の企業理念、目標）
ＴＢＳ赤坂５丁目地区の複合都市開発に於いて
「快適で安全、安心な都市環境」を実現するため、VISION2030成長戦略を掲げ未来に向け

SDGsの目標に含まれる以下を推進する。
・低、脱炭素エネルギー
・再生可能エネルギー等の使用
・環境配慮型エネルギーの調達による脱炭素化の推進
・プラント設備更新に併せ高効率機の導入による省エネ化の推進。
・コジェネレーションシステム（※熱電気併給）更新に合わせ脱炭素化を進める。

※エンジン（ガスタービン等）で発電し排気熱で冷温水を作りエネルギー
の有効利用を図る方法

・災害時のエネルギー供給対応改善＆地域レジリエンス(災害に対する強靱性の向上)を図る。

赤坂熱供給㈱の企業理念/目標、プラント見学 https://www.akanetsu.co.jp/introduction.html 2023年１月21日 渡辺

１９９４年に「放送センター」を中心とした熱供給事業を開始した。
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（見学目的）
当ＧＳの隊員は学校でＳＤＧｓを学び、又‘２１年当方主催の再エネ・省エネプレゼンを聴講しました。
そのプレゼンの中で省エネ技術として、コージェネ及び熱の有効利用の重要性を説明しました。
そこで、それを長年実施している御社の取り組み内容と、その効果について現場で現物を見学し
今後の現実的な気候変動対策学習の一助にしたいと思っております。

https://www.akanetsu.co.jp/introduction.html


１，エネルギーの有効利用
・冷暖房の一元化（集約大型化）で高効率・ＣＯ２削減
➡費用・ＣＯ２削減率？

２，クリーンな環境の実現
・冷暖房一元化→高効率→経費・ＣＯ２

・ＮＯｘ（窒素酸化物：硝酸となり有害）
・ＳＯｘ（硫黄酸化物：硫酸となり有害）

→都市ガス１３Aの主成分メタンなのでないのでは？
・廃熱削減（※ヒートアイランド現象の軽減）

※都市部の排熱・コンクリートの蓄熱により特に夏場温度

が下がらず、更に冷房する事によりエネルギー投入増大

し、依り熱くなる悪循環現象の事/M（大気汚染物
３，安心で経済的な熱供給
・冷暖房の一元化→２４時間３６５日の安定供給
→高効率化の為、電気・ガス・水道等のエネ削減
→初期設備投資額削減→スペース削減
➡使用者・居住者の費用削減率・トラブル対応（ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟｼｽﾃﾑ）？

Ｑ＆Ａ：渡辺
・一元化のネガ、故障時の対応（ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟｼｽﾃﾑ）？
・使用者・居住者の費用削減率？
・GT:常用or非常用？
・冷暖房集中化投資に見合う熱量？
・償却年数？
・ウクライナ戦争に依るエネ費UPに対するタフネス度？
・脱炭素エネルギー対応：非化石燃料（水素、アンモニア等）？
・今後

（地域冷暖房について）
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138ＧＪ/h＝１１０００ＲＴ
11000※RT＝38685ｋW
138GJ＝1.38ｘ10＾8ｋＷ／ｈ＝38333ｋＷ
※１RTとは：０℃１ｔの水を２４hrで０℃

の氷にする為に必要な熱量
１RT＝3320kcal/hr＝13900kJ/h（3320ｘ4.18）
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●プラントのエネルギー：都市ガス：主成分メタン（CH4）
→重油に対し約３０％ＣＯ２を削減、ＳＯｘはゼロ？

１，飽和蒸気（0.78Mpa)：
一定の圧力のもとで水を加熱し、水と蒸気が平衡(伴にある）
状態になったものです。つまり、ごく簡単にいうと

「水を沸騰させて得られる水蒸気のこと」
圧力は0.78Mpa＝0.78ｘ10.197≒7.8kg/cm2、温度170℃とかなり高い

２，2000kWガスタービン・※コージェネレーションシステムｘ２基：常用＆非常用？
（Gas Turbin:GT,※英語ではCHP:Combined Heat&Power)      

※
GTの熱効率16~20％
（燃料の持つエネル
ギーの16~20％が出力
（ﾊﾟﾜｰ）となる。往復
ENGより低い。残り
80~86％の排気熱等を
回収し有効（暖冷房）
に使う

３，※気化式吸気冷却システム：GTの吸気温度を下表のどれかに依り
温度低減させ出力維持＆Noｘを低減？させる

コージェネレーションシステム

※
吸
気
冷
却

空気
→冷却
→燃料

1

2
3

４ ５

６

７８

9

（主たる用語の説明）
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４，冷水＆冷却水の大温度差システム？
５，回転機器のインバータ制御（IV)・台数制御

インバータ制御：ポンプの流量変更等をモータの回転数制御（バルブ絞りでなく）
＆最適台数制御に依りエネ効率UPを図る。

６，ボイラ、GTの低Noｘ化：
ボイラ：大型化に依る緩慢燃焼に依り比較的低温燃焼？

GT：吸気温度低減
７，吸収冷凍機：排熱＆ボイラ熱に依り冷水を作るタイプ→排熱を利用出来る分

エコ（通常冷凍機はモータ駆動冷媒圧縮ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰﾀｲﾌﾟで電力が必要である）
但し、大型でないと投資に見合わない様だ

８，ターボ冷凍機：IVモータ駆動冷媒圧縮タービンコンプレッサー→電力必要
９，ジェネリンク冷凍機？

1

2
3

４ ５

６

７８

9
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冷暖房の一元化（集約大型化）でなぜ高効率・ＣＯ２が削減するのか？：渡辺考察

１，大型化で➡熱源機の比表面積Ｓ／Ｖ（機器の表面積Ｓ/機器の体積Ｖ）低減→熱損失減：熱が逃げにくくなる

２，大型化で➡燃料・燃焼・熱伝達・冷熱運搬（ポンプ）損失等各部の流動損失が低減する

３，熱源機大型化で➡上記１，２に依る燃料消費低減、燃焼部（ボイラー等）の大型化
→緩慢燃焼に依り比較的低温燃焼でＮＯｘ低減する？

➡ＮＯｘ減：比較的低温燃焼に依り実現、（ＳＯｘはＳ：硫黄ゼロの都市ガスにより実現では？）

１、熱損失低減
２、流動損失低減
３、全体効率UPで燃料消費低減と緩慢燃焼でNoｘ低減では？

大

型

化
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すごく寒い場所に住むヘラジカは何故大きい？
➡寒い場所に住むので比表面積S/Vが小さく
熱損失が小さくなる様寒さに適応した。
・ヘラジカ：２ｍ５０~６０ｃｍ
・日本の鹿：１ｍ２０~３０ｃｍ
・人間：１ｍ７０~８０ｃｍ

人
間

ヘラジカ

日本の
鹿

１、大型化で熱損失低減

●管損失ｈ＝λｘＬ／ｄｘＶ２／２ｇ
λ：管摩擦係数 ｄ：管径（ｍ）
ｖ：流速（ｍ/ｓ）、ｇ：９．８ｍ/ｓ２

配管系を０．２５ｍ（２５ｃｍ）から
倍の０．５ｍ（５０ｃｍ）にすると
損失は理論的には約１/３０下がり
輸送用ポンプの出力も約１/３０となり
省エネとなる。
➡大型化で損失低減で
エネルギーを大幅に削減
出来る

ｈ = 8.8ｄ-4.875

1

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2

配管系と損失の関係

配管直径ｄ（ｍ）

損
失
ｈ
（
ｍ
）

配管長さ１０００ｍ（１ｋｍ）の場合

管径を0.25ｍ→倍の0.5ｍ
にすると損失は理論的に
は約１/３０下がる

管抵抗小

１）管径大

管抵抗大

２）管径小

２、大型化で流動損失低減

管やポンプの大型化で何故損失が
下がる？
１）管径を大きくすると、

管の抵抗は小さくなる
→損失小→効率UP

２）管径を小さくすると
管の抵抗は大きくなる
→損失大→効率ダウン

管径

管径
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３、大型化で全体効率UPで燃料消費低減と緩慢燃焼でNoｘ低減では？

東京都にはNoｘ（硝酸となり有害）の規制（右図赤枠では？）があり
Noｘを少なくする事は大気汚染が減少しエコである。

左文献に依ると室内ガスストーブ（13A)使用時の年間
の最大NO2濃度は１２０PPM、通常２０PPMである
から、GTの排出基準２５ｐｐｍは室内の通常レベル
濃度である。
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9

（アンケート）

脱炭素化の一つとして先進的に省エネを推進している赤坂熱供給株式会社を見学しました。
つきましては、今後の内容充実化の為に本見学についての印象を頂ければありがたいと思います。
・お名前：
・学年：
・内容について当てはまるor近いものに〇をお願いします。
１，１）良く分かった ２）まあ分かった ３）あまり分からなかった
２，１で３）の方：どこが分からなかったでしょうか

３、今回見学の省エネについて、ご意見あればご自由に記載下さい

４，渡辺メルアド：green_logo@mtj.biglobe.ne.jp：メールで後日頂いてもOKです

mailto:green_logo@mtj.biglobe.ne.jp
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●2021/11/13GS,SC,SDGs MTG：復習+α
・人口増加でＣＯ２増加→原因は食料増産に伴う森林伐採、鉄の使用、急激な人口増加（８０億人）伴う

化石燃料の多量使用である。
・脱炭素は（省エネ+再エネ）ですべき→省エネの脱炭素化効果は極めて大きい→次頁図1
・脱炭素先進地はＥＵ→ＥＵ主導で規格化され、日本は往々にして後追となる→経済上不利の懸念あり
・分野別ＣＯ２排出量と対策→全分野が対象（投資がそこに行き、大きな仕事となる）→次頁図２
・デジタルは電気がないと成立しない→ＧＳ／ＢＳはあえて電気不要のアナログ重視しては→次頁表１
・ＧＸ＆ＤＸの意味：いずれも国家戦略の柱
・ＧＸ：Green Transformation:脱炭素化
・ＤＸ：Digital Transformation:全部門ＩＴ活用
・脱炭素のDX例
・変動電源PV（太陽光）、風力の電力予測、蓄電、ＧＲＩＤ（送電網）融通等の電力制御安定化
・再エネ由来電力の認証：炭素税、排出権取引等→ブロックチェーン他技術活用

・高齢化とGX＆DXの問題点
・７０-８０才のIT弱者は凡そ３０００万人はいる。
・DXの遅れは子・孫の仕事を奪い国力低下の遠因
・GX 〃

・さかな君動画：気候変動、水温上昇が海洋生物へ及ぼす影響：2022/10/14自然エネルギー財団シンポ
→温暖化は海洋生物に大きく影響している下記動画は大変分かり易い
https://japanclimate.org/news-topics/jcas2022/
→Ctrl+カーソル→動画：開会～特別講演（１６分頃）

率先して教え、良きサマリヤ人になりましょう

https://japanclimate.org/news-topics/jcas2022/
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図１：ＵＳ:省エネ：上白部分は省エネ量：下白部分再エネ量の
約９０倍のＣＯ２削減効果がある

独：電力単価は高いが（赤枠）、省エネで合計電気代（単価ｘ使用量）
はＪＰＮと同じ

図２：分野別ＣＯ２排出量と対策

表１：省エネの第一歩：電池・充電不要：資源・電気の節約
→おじいさんの古時計同様アナログで１００年はもつ

表１：家で出来る省エネ
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